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　募集要項　

主催：特定非営利活動法人　西日本がん研究機構（WJOG）　2025年度 日本イーライリリー
医学教育助成

対象：乳がん・大腸がんの診療に関わる医療従事者

グループ参加(施設参加)の場合は、以下の２職種を必ず含んで下さい。

 (1) 医師
(専門科は問わない)
(2)
看護師
(外来・病棟を問わない)

参加費用：参加費は無料です。昼食はこちらでご用意します。

※交通・宿泊費は自己負担となります。

※RPの枠が埋まり次第、受付〆切とさせて頂くことをご了解ください。

乳がん 大腸がん

「SDMの実践に必要なこと」をテーマに、講師の皆様にそれぞれの視点でお話を伺います。

①「行動経済学の視点 -大阪大学大学院
人間科学研究科　平井
啓先生-」

②「看護師からの視点 -京都府立医科大学附属病院　吉岡
とも子先生-」

③「患者からの視点 -富山AYA世代がん患者会Colors代表
富山大学附属病院　樋口
麻衣子先生-」

2026年 8 29月 日

昨年度に大変ご好評だった肺がんSDM研修会に続き、
今年度は乳がん・大腸がんをテーマに開催します。SDMを実践的に学びましょう！
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お問い合わせ：認定特定非営利活動法人
西日本がん研究機構（WJOG）事務局
（担当：大原・安田）右のQRコードよりお申込みください。

お申込みについてお申込みについてお申込みについて

TEL:06-6633-7400（平日9-17時）

MAIIL：wjog@wjog.jp

第１回　第１回　第１回　

 AP大阪茶屋町(大阪市北区）

ROOM F+G10時～15時30分（受付開始：9時30分）

第１部：エキスパートの講義で学ぶ

第２部：模擬患者さんとのロールプレイで実践的に学ぶ

「つくばSP会」の皆さまに模擬患者役をお願いし、「乳がん・大腸がんでSDMが必要な場
面」を想定したシナリオのロールプレイ (RP)
をして頂きます。例：1st-line選択時など
RP後のフィードバックで、患者さんとのスムーズなコミュニケーションに必要な改善点に
気づき、上手くいかない・まとまらないシチュエーションでどのようなコミュニケーショ
ンが必要なのかを実践的に学習して頂きます。

開催場所

※詳しいプログラム・タイムスケジュールは裏面をご覧ください。

個人参加も大歓迎！

申込締切：8月14日（金）



「SDMの重要性が増していること」、固形がんの診療に関わる多くの医療従事者が実感していますが、

SDMを実践的に研修できる場は少ないのが現状です。また、「自身の専門領域と異なるがん種」ではどの

ようにSDMを実践しているかを知る機会は限定的なのが現状です。

WJOGでは肺がんに関わる医療従事者を対象としたSDMに関する研修会を昨年度開催し、参加者の皆さ

まから大変好評でした。今年度は日本イーライリリー社の医学教育助成をうけて、昨年度と少し異なる

SDM研修会を企画いたしました。具体的には、乳がんもしくは大腸がんのどちらかに関わっている医療従

事者が参加することができます。午後のロールプレイはどちらのがん種でも抱える共通の問題などを題材

とすることで、自分の専門領域の知見を深めることのみならず、他がん種から学ぶこと機会ともなればと

考えております。また、施設単位で参加できない場合でも、個人参加を可能としました。私でも参加でき

るかな？と思われた方は、当方 (wjog@wjog.jp)
まで是非お問い合わせ頂ければと思います！

参加者皆さまと一緒に良い研修会になることを、企画委員一同ことを楽しみにしております。奮ってご参

加のほど何卒宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年7月吉日 本プロジェクト
委員長
川上
賢太郎

事前学習（特別講義）

患者にとってSDMがなぜ必要なのか？医療者に伝えたいこと
NPO法人肺がん患者の会ワンステップ　長谷川 一男さん　＊特設サイトで視聴頂きます

10:00 開会　開会の挨拶：WJOG教育広報委員長　みうらクリニック　三浦 理先生

10:05 事前アンケート・プログラムの説明

10:10
講義① SDMの総論と行動経済学的視点からみたSDMの実践に必要なこと
　　　　　　　　　　　　　大阪大学大学院　人間科学研究科　平井 啓先生

10:50
講義② 看護師の視点からみたSDMの実践に必要なこと
　　　　　　　　　　　　　京都府立医科大学附属病院　吉岡 とも子先生

11:20
講義③ 患者視点からみたSDMの実践に必要なこと
　　　　　　　富山AYA世代がん患者会Colors代表 富山大学附属病院　樋口 麻衣子先生

　　休憩　11：50 ～
12：40　※昼食の提供がございます

12:40 ロールプレイ・グループワークの説明

12:45 つくばSP会の皆さんの紹介 


12:50
【グループワーク①】ロールプレイ①15分→ショートレクチャー5分→振り返り15分→
ロールプレイ②20分→フィードバック５分

　　休憩　13：50 ～
14：00

14:00
【グループワーク②】ロールプレイ③15分→ショートレクチャー5分→振り返り15分→
ロールプレイ④20分→フィードバック５分

15:00 総合討論　Q&Aまとめ

15:25 事後アンケート・記念撮影

15:30 閉会　閉会の挨拶：WJOG事務局長 　武田
晃司先生

プログラム
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